
（公財）PMF組織委員会

令和７年度　出資団体評価シート

１　基本情報

２　実施事業

３　団体職員・構成員等

団体名

基本財産 本市出資額

設立年月日 出資年月日

設立・出資目的
沿
革

代表者

主な出資者

団体所在地

(1) [No.]　[主要事業名]　（該当ページ）　
[設立・出資目的と当該事業との具体的な関連性]

(2)総支出に占める事業支出割合

(3)主要事業の有効性 （出資・設立目的に対して事業効果は、十分出ているか）

(4)主要事業の質・量 （出資・設立目的の達成のために、必要十分な事業が実施されているか）

（公財）パシフィック・ミュージック・フェスティ
バル組織委員会

市）文化振興課

担当 佐藤 電話 011-211-2261
136,760千円 100,000千円 （出資割合 73.1% ）

平成14年(2002年）4月1日 平成14年(2002年）4月1日

この法人は、パシフィック・ミュージック・フェスティバ
ル札幌を通じて、世界最高水準のオーケストラ教育を実施
するとともに、演奏会等の音楽の普及に関する事業を行う
ことにより、次代を担う若手音楽家を育成し、文化芸術の
発展及び向上を図り、音楽を通じて世界平和に貢献するこ
とを目的とする。

平成２年
民間企業等が主体となり、第１回ＰＭＦを開催

平成３年 ＰＭＦ組織委員会（任意団体）が主体となり、第２回ＰＭ
Ｆを開催

平成14年 （財）ＰＭＦ組織委員会として認可

平成22年 （公財）ＰＭＦ組織委員会へと移行

理事長（非常勤）　秋元　克広（市長）

① 札幌市 (73.1%) ② 野村証券 (7.3%) ③ 北海道 (3.7%)
④ トヨタ自動車 (2.2%) ⑤ 北海道新聞社 (2.2%) ⑥ パナソニック (2.2%)
〒 060-0052 電話 011-242-2211

① 教育事業（5ページ） ② 演奏会事業（6ページ）

世界最高水準のオーケストラ教育の実施により、次代を担う若手音楽家を育成し、
文化芸術の発展及び向上を図り、音楽を通じて世界平和に貢献する。

③ 音楽普及事業（7ページ） ④

演奏技術及び音楽指導方法の向上を図り、優れた演奏に接する機会を提供すること
により、音楽に対する理解を深め、文化芸術の発展及び向上を図る。

⑤ ⑥

⑦ ⑧

100.0% (主要事業支出合計 478,041千円 ÷ 総支出 478,041千円)

評価 ■ 十分出ている □ 高める余地あり □ 出ていない

理由
国際教育音楽祭の実施を通じて、参加したアカデミーの育成を実践するとともに、年間延べ２万人前後の来場者が音楽に親しむ機会を提供することで、芸
術文化の普及発展を図っていると認められるため。

評価 ■ 実施されている □ 一部見直す必要がある □ 実施されていない

理由
国際教育音楽祭の実施を通じて、延べ約3,900人のアカデミー修了生を世界の主要なオーケストラ等に輩出しているほか、世界でも有数の音楽家であるＰ
ＭＦ教授陣が加わった演奏会を行うことにより、質の高い音楽に触れる機会を市民に提供していると認められるため。

プロパー その他 総数 プロパー職員の年齢構成 役員の任期

役員

10

10歳代 0 40歳代 5 理事 2 年

常勤理事 1 0 0 20歳代 0 50歳代 5 監事 4 年

常勤監事 0 0 0 30歳代 3 60歳代 0
非常勤理事 7

平均年齢 46.0 歳
非常勤監事 2 理事長 H28.6

職員

16

常務理事 R3.4
常勤管理職 0 3 2 0 職員総数の推移(人)
常勤一般職 11 0 R05.4.1時点 16
非常勤職員 0 R06.4.1時点 17

所管課

記入者

札幌市中央区南２条東１丁目1-14　住友生命札幌中央ビル１階

（詳細については事業評価シート参照）

世界最高水準の音楽家等による演奏会の開催により、優れた音楽演奏に接する機会を
広く提供し、文化芸術の発展及び向上を図り、音楽を通じて世界平和に貢献する。

令和7年4月1日現在(単位：人)
本市OB 本市派遣

代表権のある役員の
就任年月

0
0

0 0
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（公財）PMF組織委員会

４　財政状況

５　本市の財政的関与

財
務
状
況

経
常
増
減

経常収益(a) 443,858 533,775 (100.0%) (＋89,917)
経常費用(b) 445,606 478,041 (＋32,435)
うち管理費等(c) 27,667 31,776 (6.0%) (＋4,109)
うち人件費(d) 84,862 89,083 (16.7%) (＋4,221)

当期経常増減額(e) ▲ 1,748 55,734 (＋57,482)
当期正味財産増減額(f) ▲ 1,769 55,714 (＋57,483)

貸
借
対
照
表

345,959 402,432 (＋56,473)
流動資産(h) 54,525 33,881 (▲ 20,644)
固定資産(i) 291,434 368,551 (＋77,117)
うち基本財産(j) 136,760 136,760 (0)

負債(k) 27,782 27,823 (＋41)
流動負債(l) 27,782 27,823 (＋41)
固定負債(m) 0 0 (0)

正味財産(n) 318,177 374,609 (＋56,432)
借入金残高(o) 0 0 (0)

区分 当期収入の増減、収支の状況、資産・負債の大幅な変動の要因等

a
事業規模の回復に伴い事業収益が増加したほか、国から市への補助金が前年度よりも増加したこと、企
業版ふるさと納税を活用したご寄付をいただいたことなどに伴い、受取地方公共団体負担金が増額と
なったことによるもの。

b 事業規模の拡大や為替変動、物価高騰等の影響を受け、アカデミー・アーティスト関連費（旅費、宿泊
費等）が増額となったもの。

※詳細は、別添の貸借対照表、正味財産増減計算書を参照。

 市補助金・交付金・負担金 278,621 361,411 (＋82,790)

 市委託料 0 0 (0)

市業務委託料 0 0 (0)

うち随意契約 0 0 (0)

市指定管理費 0 0 (0)

うち非公募 0 0 (0)

（参考）再委託額 0 0 (0)

うち市業務委託分 0 0 (0)

再委託率 (0)

 市貸付金 0 0 (0)

 市貸付金残高 0 0 (0)

 損失補償等限度額 0 0 (0)

 損失補償契約等に係る債務残高 0 0 (0)

 （参考）市施設利用料金収入 0 0 (0)

うち非公募 0 0 (0)

※数字は団体決算ベース（金額単位：千円）

資産(g)

※数字は札幌市決算ベース（金額単位：千円）

区　分 R5年度決算 R6年度決算 （前年比）

R6年度決算の概要　

区　分 R5年度決算 R6年度決算 （前年比）

（経常収益比）

正
味
財
産
増
減
計
算
書

正
味
財
産
増
減
計
算
書
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（公財）PMF組織委員会

６　財務指標に基づく評価

７　「札幌市出資団体の在り方に関する基本方針」に基づく具体的な行動計画の評価

（金額単位：千円）

⑴健全性

剰余金(n-j) 181,417 237,849 (＋56,432) 前年比較増 正味財産-基本財産
自己資本比率(n÷g) 92.0% 93.1% (＋1.1%) ≧50％ 正味財産÷資産
流動比率(h÷l) 196.3% 121.8% (▲74.5%) ≦150% 流動資産÷流動負債
固定比率(i÷n) 91.6% 98.4% (＋6.8%) ≦100％ 固定資産÷正味財産
借入金依存度(o÷g) 0.0% 0.0% (0.0%) 前年比較減 借入金残高÷資産

⑵生産性

職員一人当り経常収益 27,741千円 31,399千円 (＋3,657千円) 前年比較増 経常収益÷職員総数
人件費率(経常収益比)(d÷a) 19.1% 16.7% (▲2.4%) 前年比較減 人件費÷経常収益
職員一人当り管理費 1,729千円 1,869千円 (＋140千円) 前年比較増 管理費等÷職員総数
管理費率(経常収益比)(c÷a) 6.2% 6.0% (▲0.3%) 前年比較減 管理費等÷経常収益

⑶自立性
市依存度（収入） 62.8% 67.7% (＋4.9%) 前年比較減 市収入(注1)÷経常収益
市財政的関与割合(収入） 62.8% 67.7% (＋4.9%) 前年比較減 市収入(注2)÷経常収益

健全性の評価 □ 非常に高い □ 高い ■ 概ね健全 □ やや低い □ 低い

理
由
・流動比率は減少したものの、剰余金、自己資本比率、固定比率はすべて良好な状態と判断するため。
・自立性は低下したものの、生産性を示す指標がおおむね向上したため。

ここでは、具体的な行動計画(※ で示した取組目標について、年度ごとの指標(※ )の達成状況とその評価を行う。
　※ 詳細については具体的な行動計画（別冊子）を参照

　※ 指標の実績値は各年度末時点のもの

○現在の出資比率・出資額を維持する

① 市出資比率

目標 100,000千円 100,000千円 100,000千円 100,000千円
実績 100,000千円 100,000千円
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

○継続的な事業実施に向けた体制整備

① 市派遣職員数

目標 ３人 ３人 ３人 ３人

実績 ３人 ３人

評価 達成

② 市職員の理事就任数

目標 ２人 ２人 ２人 ２人

実績 ２人

評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

○市民誰もが音楽に触れる機会とまちの賑わいの創出

① 来場者数（札幌市内）

目標 22,000人 23,000人 24,000人 25,000人
実績 20,561人 23,457人
評価 達成

②
アウトリーチコンサートの
開催回数

目標 25回 30回 35回 35回
実績 22回 31回
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

項　目 R5年度 R6年度 (前年比) 評価基準 備　考

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

(注１)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料（随意契約分）＋市指定管理費（非公募分）＋市施設利用料金収入（非公募分）

(注２)市収入＝市補助金・交付金・負担金＋市業務委託料＋市指定管理費＋市施設利用料金収入

1) 2

1

2

(1)出資・出捐

(2)人的関与

(3)団体の活用

備考

備考

備考

２人
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（公財）PMF組織委員会

(4)更なる経営の安定化

(5)団体統制

(6)札幌市の施策との連動

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

　○取組計画 現状値
（Ｒ５年度）

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度
No. 　指標名

備考

備考

備考

○協賛企業の拡充や協賛金額の確保による経営の安定化

①
協賛企業数（企業版ふるさ
と納税活用企業含む）

目標 100社 105社 110社 110社
実績 97社 100社
評価 達成

②
企業協賛金額（企業版ふる
さと納税活用企業含む）

目標 95,000千円 100,000千円 110,000千円 120,000千円
実績 111,097千円
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

○PMF組織委員会の事業体制強化

① 職員研修プログラム数

目標 10回 11回 12回 13回
実績 10回 10回
評価 達成

②
研修理解度アンケートの実
施

目標 手法検討 実施 実施 実施

実績 実施

評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

○まちのにぎわい創出と将来を担う創造性豊かな人材の育成

① 来場者数（札幌市内）

目標 22,000人 23,000人 24,000人 25,000人
実績 20,561人 23,457人
評価 達成

② 子ども関連事業の参加者数

目標 1,800人 2,000人 2,200人 2,400人
実績 1,637人 3,087人
評価 達成

　未達成理由と今後の対応（Ｒ６年度の評価が未達成の場合のみ記載する）

ホームページ公開情報

ホームページアドレス

Eメールアドレス

ＰＭＦ公式報告書

【経営状況等】
■ 定款 ■ 役員名簿 □ 団体機構図 ■ 事業計画書 ■ 予算書
■ 事業報告書 ■ 決算書 □ 中長期的な経営計画

【事業情報等】
■ 実施事業（イベント）情報 □ 管理施設情報
□ その他（　 ）

ホームページ以外の情報媒体
広報誌・冊子の発行：

※特記ない限り、本評価シートの情報は令和７年7月1日現在のものです。

90,049千円

未実施

８　情報公開等の状況

pmf.soumu@pmf.jp
https://www.pmf.or.jp/
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（公財）PMF組織委員会

事業評価 （ 1 ） 教育事業

１．事業概要 事業所管課： 担当： 電話：

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

市民文化局文化部文化振興課 佐藤 011-211-2261

⑴事業内容

　オーディションにより世界各国から選抜した若手音楽家に対し、世界最高水準のオーケ
ストラ教育を実施するとともに、その成果の発表を行う。

⑵事業目的
　世界最高水準のオーケストラ教育の実施により、次代を担う若手音楽家を育成し、文化芸術の発展及び向上を図
り、音楽を通じて世界平和に貢献する。

⑶事業開始 平成3年(1991年）　

２．実施結果

⑴
事
業
収
支

収入 204,369 286,796 (＋82,427)
（経常収益比） ( 46.0 % ) ( 53.7 % )

市補助金・交付金・負担金 156,653 238,604 (＋81,951)
市業務委託料 0 0 (0)
市指定管理費 0 0 (0)
市施設利用料金収入 0 0 (0)
自主事業収入（補助金除く） 0 0 (0)
その他収入 47,716 48,192 (＋476)

費用（支出） 251,071 269,394 (＋18,323)
事業費 237,791 254,142 (＋16,351)
管理費等 13,280 15,252 (＋1,972)

収支差 ▲ 46,702 17,402 (＋64,104)
収支比率 81.40% 106.46% (＋25.06%)

⑵活動指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ オーディション受験者の出身国・地域数 62 - 70 -

⑶成果指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ オーディション受験者数 1,123 - 1,344 -
➋ オーディション合格者数 85 - 95 -
➌ 倍率（受験者数/合格者数） 13.2倍 - 14.1倍 -
➍ ＰＭＦ修了生の延べ人数 3,791 - 3,876 -

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり □ 出ていない

令和６年度は、以前から実施していたＰＭＦオーケストラ演奏会や、様々な編成での室内楽やリンクアップ・コンサートな
どの多彩な活動を通じて、次代を担う若手音楽家を育成すると同時に、クラシック音楽を支える将来の聞き手を育み、音楽
ファンを拡大させるという二つの大きな成果を獲得したものと判断する。なお、活動指標と成果指標にあっては、事業の性
格上これに代わる指標の設定は困難だが、大学等関連機関・団体への周知等に最大限努めており、目標を設定した場合にお
いても達成のための手段が特段存在しないことから、目標の設定は行っていない。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

予算額以上の収入を確保してはいるが、協賛金収入が不安定であることや物価高等による事業経費の増加傾向が続いてお
り、他事業との収入額の調整を行っていることから、収入増及び支出の節約に努めていく必要がある。

市負担金 238,604

【市の関連事業名】
パシフィック・ミュージック・フェスティバル事業

➋
➌
➍
➎
➏

➎
➏

３．所管局による評価

(
単
位

千
円
)

項目 R5年度 R6年度 （前年比）
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（公財）PMF組織委員会

事業評価 （ 2 ） 演奏会事業

１．事業概要 事業所管課： 担当： 電話：

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

令和６年度は、音楽普及事業の一部企画内容を見直したこと等の影響により、演奏会入場者数が微減してしまったものの、ＰＭＦアンサ
ンブル演奏会の回数増等により、公演数は目標を大幅に超える数値となっていることから、札幌市民や観光客に優れた音楽演奏に触れる
機会を幅広く提供するという目的は達成できたものと判断する。

市民文化局文化部文化振興課 佐藤 011-211-2261

⑴事業内容

⑵事業目的
世界最高水準の音楽家等による演奏会の開催により、優れた音楽演奏に接する機会を広く提供し、文化芸術の発展
及び向上を図り、音楽を通じて世界平和に貢献する。

⑶事業開始 平成3年(1991年）　

２．実施結果

⑴
事
業
収
支

収入 218,231 223,706 (＋5,475)
（経常収益比） ( 49.2 % ) ( 41.9 % )

市補助金・交付金・負担金 111,759 108,995 (▲ 2,764)
市業務委託料 0 0 (0)
市指定管理費 0 0 (0)
市施設利用料金収入 0 0 (0)
自主事業収入（補助金除く） 48,288 55,055 (＋6,767)
その他収入 58,184 59,656 (＋1,472)

費用（支出） 178,432 190,933 (＋12,501)
事業費 165,982 176,634 (＋10,652)
管理費等 12,450 14,299 (＋1,849)

収支差 39,799 32,773 (▲ 7,026)
収支比率 122.30% 117.16% (▲ 5.14%)

⑵活動指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ 公演数 27 25 30 30

⑶成果指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ 演奏会入場者数 17,206 18,000 17,062 18,000

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり □ 出ていない

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

予算額以上の収入を確保してはいるが、協賛金収入が不安定であることや物価高等による事業経費の増加傾向が続いてお
り、収入増及び支出の節約に努めていく必要がある。

　ＰＭＦアカデミー生、修了生及び教授陣等による演奏会の開催 市負担金 108,995

【市の関連事業名】
パシフィック・ミュージック・フェスティバル事業

➋
➌
➍
➎
➏

➋
➌
➍
➎
➏

３．所管局による評価

(
単
位

千
円
)

項目 R5年度 R6年度 （前年比）
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（公財）PMF組織委員会

事業評価 （ 3 ） 音楽普及事業

１．事業概要 事業所管課： 担当： 電話：

⑴
事
業
の
実
施
結
果
の
有
効
性

市民文化局文化部文化振興課 佐藤 011-211-2261

⑴事業内容

　一般の人々が気軽にクラシック音楽に触れることができる機会を提供し、クラシック音
楽の普及を図る取組みを行う。

１【リンクアップ・コンサート】アメリカ・ニューヨークのカーネギーホールの教育プロ
グラムをもとに開発した札幌版の音楽教育プログラム。札幌市内小学生を対象に実施。
２【マスタークラス】公開マスタークラスとして、ＰＭＦ教授陣がアカデミー生に指導を
行い、その模様を一般に公開するプログラムを実施するほか、音大生のためのマスターク
ラスとして、札幌及びその近郊で音楽を学ぶ専攻生を対象に、ＰＭＦ教授陣のレッスンを
実施。
３【ＰＭＦクラシックＬＡＢＯ♪】初心者にもわかりやすくクラシック音楽の魅力を伝え
る講座。
４【オープンリハーサル】ＰＭＦオーケストラのリハーサルやゲネプロを一般に公開する
プログラム。
５【オーケストラ訪問リハーサル】ＰＭＦ教授が札幌市内の中・高校の学生オーケストラ
を訪問し、指導を実施。

【市の関連事業名】
パシフィック・ミュージック・フェスティバル事業

⑵事業目的
演奏技術及び音楽指導方法の向上を図り、優れた演奏に接する機会を提供することにより、音楽に対する理解を深
め、文化芸術の発展及び向上を図る。

⑶事業開始 平成3年(1991年）　　

２．実施結果

⑴
事
業
収
支

収入 20,643 23,272 (＋2,629)
（経常収益比） ( 4.7 % ) ( 4.4 % )

市補助金・交付金・負担金 10,209 13,812 (＋3,603)
市業務委託料 0 (0)
市指定管理費 0 (0)
市施設利用料金収入 0 (0)
自主事業収入（補助金除く） 3,105 2,287 (▲ 818)
その他収入 7,329 7,173 (▲ 156)

費用（支出） 16,103 17,714 (＋1,611)
事業費 14,166 15,490 (＋1,324)
管理費等 1,937 2,224 (＋287)

収支差 4,540 5,558 (＋1,018)
収支比率 128.19% 131.38% (＋3.18%)

⑵活動指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ オープンリハーサル開催数 5 4 4 3
➋ ＰＭＦクラシックＬＡＢＯ開催数 2 2 3 3
➌ リンクアップ・コンサート開催数 1 1 1 1

⑶成果指標 R5年度実績 R6年度目標 R6年度実績 R7年度目標
➊ オープンリハーサル来場者数 448 500 1,175 500
➋ ＰＭＦクラシックＬＡＢＯ来場者数 267 100 108 100
➌ リンクアップ・コンサート参加者数 662 700 748 700

事業目的に対して事業の効果は ■ 十分出ている □ 高める余地あり □ 出ていない

令和６年度について、来場者数は、PMFクラシックＬＡＢＯについては音楽をより身近に、気軽に楽しんていただけるよう
企画内容を見直したこともあり、目標値を令和５年度から下げたものの、いずれも目標を超える人数となった。また、リン
クアップコンサートは毎年参加校からも好評であることから、このような子ども向け事業をはじめとして、音楽普及事業は
今後も力を入れることが望ましいと考えている。また、公演数も目標を超える数値となっていることから、札幌市民や観光
客に優れた音楽演奏に触れる機会を幅広く提供するという目的は達成できたものと判断する。

⑵
収
支
状
況

当該事業の収支状況は □ 良好 ■ 見直しの余地あり □ 要改善

予算額以上の収入を確保してはいるが、協賛金収入が不安定であることや物価高等による事業経費の増加傾向が続いてお
り、収入増及び支出の節約に努めていく必要がある。

市負担金 13,812

➍
➎
➏

➍
➎
➏

３．所管局による評価

(
単
位

千
円
)

項目 R5年度 R6年度 （前年比）
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